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輸血用血液製剤の供給量について
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※)  全血 200mLから製造される赤血球製剤を１単位とする。

赤血球製剤の供給量比 (H.19年度～H.28年度)
H.19年度 の供給量 591万単位 ※を 100％とする。

H.28年度の供給量は、642万単位であった。
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※ 120 mLを１単位とする。

血漿製剤 [ 新鮮凍結血漿(F.F.P.) ] の供給量比 (H.19年度～H.28年度)
H.19年度 の供給量 200万単位※を 100％とする。

H.28年度の供給量は、222万単位であった。
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※ 血小板 0. 2×10 11個を１単位とする。

血小板製剤の供給量比 (H.19年度～H.28年年度)
H.19年度 の供給量 792万単位 ※を 100％とする。

H.28年度の供給量は、909万単位であった。
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